
令和元年度 練馬区立中村中学校学校 学校だより３月号 

評価アンケート結果・教育に関するアンケート保護者自由意見まとめ 

練馬区立中村中学校 

校長 大石  光宏 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解ご協力いただき感謝申し上げます。 

令和元年度の学校評価アンケートのご協力ありがとうございました。こちらの紙面にて報告させていただき

ます。 

                  学校評価アンケート結果 

  ４（そう思う）・３（やや思う）合計％表示 

 保護者 生徒  教員 

〇教育目標・学校運営 

Ⅰ‐１ 教育目標や経営方針を分かりやすく伝えているか。 

〔分析〕教育目標等について、特に大きな保護者からの要望

や改善点の指摘はない。９５％の評価である。 

Ⅰ‐２ 学校だよりや学年だより、HP 等で日常の教育活動

を分かりやすく伝えているか。 

〔分析〕学校だよりや各学年だよりは、定期的に配布されて

いる。ホームページの更新については要望が高い。全教職員

で心がけ、更新を進めていく。 

Ⅰ‐３ 本校のよき伝統を理解させ、誇りがもてるような教

育活動を行っているか。 

〔分析〕保護者・生徒と約 90％の評価である。 

 

〇学習指導 

Ⅱ‐１ 基礎的・基本的な学力の定着がはかられるような指

導が行われているか。 

〔分析〕生徒評価では９８％である。授業での取組を生徒は

理解している。次年度も継続していきたい。 

Ⅱ‐２ 学習成果の評価は適切で、授業の進行もきちんとお

こなわれているか。 

〔分析〕評価については、保護者は通知表を確認し、我が子

の様子から把握できる。しかし、意見欄には、一部教科の学

習評価に対して、厳しすぎるなどの意見があった。 

Ⅱ‐３ ICT を活用するなど、わかり易く、工夫された授業

が行われているか。 

 〔分析〕生徒評価は、９８％となっている。教員の自己評価

では、全教員が意識して授業づくりを行った。 

Ⅱ‐４ 各授業で、落ち着いた学習環境が作られているか。 

〔分析〕９０％の生徒が落ち着いた学習環境が作られている

と感じている。ただし、一部授業では、生徒の私語が目立つ

場面もあるようだ。 

Ⅱ‐５ 予習・復習などの学習習慣を身につけられるような

指導を行っているか。 

〔分析〕この項目の評価が、低い。学習習慣を身に付けるに

は、ノートの取り方等の指導を含め、授業を家庭学習で補う

意識づけが必要である。次年度への課題である。 

 

〇豊かな心の育成 

Ⅲ‐１ 様々な場面で思いやりの心の育成や、人権を尊重す

る教育活動を行っているか。 
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〔分析〕生徒・保護者とも９０％を超える評価である。 

Ⅲ‐２ 道徳の授業によって、心の交流や道徳性の育成が適

切に図られていますか。 

〔分析〕道徳が教科化され、教科として記述評価を取り入れ

ていた。生徒の変容を見取りながら、道徳的心情を育て行く。 

Ⅲ‐３ 挨拶・時間を守る等の基本的な生活習慣を身につけ

る指導を行っているか。 

〔分析〕基本的な生活習慣についても、４の評価をつけた生

徒も多い。少数ではあるが、一部の生徒に遅刻が続く生徒も

いる。 

Ⅲ‐４ 生徒の健康や安全に配慮しながら適切な指導を行っ

ているか。 

 〔分析〕生徒評価で、９９％が適切に指導を行っているとし

ている。 

Ⅲ‐５ 教職員は生徒や御家庭がお困りの際、親身になって

対応し必要に応じて SC や相談員と連携して対応している

か。に親身になって対応しているか。 

〔分析〕保護者評価の内訳は、４評価が３５％である。保護

者の評価を次年度は高めていきたい。 

Ⅲ‐６ 通常学級と特別支援学級との交流は、適切に行われ

ている 

〔分析〕交流教育の理解を通常学級の保護者にも知らせてい

く必要がある。 

 

〇特色ある学校 

Ⅳ‐１ 各教育活動（生徒会・委員会・行事・部活動）で、

個性や能力を伸ばすような指導が行われているか。 

〔分析〕生徒は４評価が６３％となるが、保護者評価は４評

価が３８％である。新学習指導要領実施に伴い、より主体的

な活動が求められる。 

 Ⅳ‐２ 体験活動や進路学習、ボランティア体験の行事は充

実しているか。 

 〔分析〕Ⅳ‐１と同様な回答である。 

 Ⅳ‐３ 部活動や生徒会活動は、盛んに行われているか。 

 〔分析〕生徒評価７６％・保護者評価５５％と４評価が高い。 

 Ⅳ‐４ 教員や部活動顧問は、保護者との連携を密にとって

いるか。 

 〔分析〕概ね良好である。 

 Ⅳ‐５ 教室の掲示板や教育環境はきちんと整備されてい

るいか 

 〔分析〕生徒評価では４評価が７１％と回答し、良好である。 

Ⅳ‐６生徒（お子さん）は、学校にいくことを楽しいと感じ

ているか。 

 〔分析〕生徒の６５％が４評価だが、５％が２と１評価をつ

けた。全校で２６人が楽しいと感じていない。 

Ⅳ‐７ 生徒（お子さん）を安心して登校させられると感じ

ているか。 

〔分析〕保護者評価で５３％が４評価である。１１名の保護

者は２と１評価である。 
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アンケート回答数  保護者：４５９名（８８％）   生徒（９０％）   教職員（１００％） 

 

 



教育に関するアンケート 保護者自由意見のまとめ 

 

評価・評定、家庭学習について 

・評価について明確にしてほしい。一部の教科は、評価の基準がわからなかった。 

 ⇒年度当初に評価規準を説明しています。令和２年度について、年度当初に説明させていただきます。 

・１年次から学習習慣を定着させるための取組をお願いしたい。補習プリントなど、出してほしい。 

 ⇒本校では、放課後の個別指導、地域連携事業の一環として外部人材を活用した補習を実施しています。今

後もさらに充実させ実施し、学力向上の一助になるよう努めてまいります。 

 

学習(授業)について 

・一部の教科では、生徒の努力を認めてもらえず、子供がつらい思いをしました。きちんと子供の気持ちを汲

み取ってほしいです。 

 ⇒いただいたご意見は、教職員に伝えます。人権に配慮した指導をするよう指導していきます。また、生徒

との信頼関係を築くことを主としていきます。 

・ICT機器を使用した授業を実施してほしい 

⇒９月から各教室と特別教室に、プロジェクター、書画カメラ、教育指導用ノートパソコン、スクリーンが導

入されました。これらを使用して授業を進めています。今後も、さらに使用し、わかりやすい授業になるよう

に努めていきます。 

・子供の鞄の中に、教科書をはじめ荷物が多すぎ、毎日重たい思いをして登下校しています。改善をお願いし

たい。 

 ⇒教室のロッカーに実技教科中心に置いて帰宅してよい物を指定しています。また、ご家庭から持参する物

も見直してもらえるとよいです。 

 

生活指導について 

・くつ下の色は白でなくては駄目なのでしょうか？紺や黒の使用可も検討してほしい。 

 ⇒時代の流れから、検討していく必要があります。来年度すぐにとはいきませんが、検討していきます。 

 

進路指導について 

・10月末の個人面談だけではなく、２年次から受験についての相談ができるとよいかと思う。 

 ⇒いつでも相談には応じています。ご相談ください。 

 

ホームページについて 

・更新が遅いので、もう少し早いといいと思います。 

⇒給食の献立は毎日、行事や授業での様子を定期的に随時、更新しています。今後も、ホームページ内を修正

しながら、更新してまいります。 

 

部活動について 

・活動する日が多すぎると思う。運動部だけはなく、文化部の数を増やしてほしい。 

⇒部活動のガイドラインに沿って行っていきます。ただし、公式大会、試合等がある場合、その前週等の土・

日両日活動を行うことがあります。その際は、大会後に休養日を設けるようします。 

・運動部だけはなく、文化部の数を増やしてほしい。 

⇒運動部・文化部とも１年ごとの更新のため、活動できる部は、教員の数によります。現状の教員の数です



と、今年度並みの文化部数になります。 

 

交流教育について 

・SDGsについての教育の推進が必要なのでは？ 

・⇒令和２年度から、ＳＤＧｓの研究を進めていきます。その一つとして、Ｆ組との交流についてどのような

交流がよいのか改善していきます。生徒の実態に合った交流に改善していくために、現在、知恵を出し合って

います。 

 

その他 

・図書室に管理員ではなく司書教諭を配置してほしい。 

⇒管理員の配置は、練馬区の教育施策の一つです。また、司書教諭は１名、本校の教職員を配置しています。 

・クラスでの委員係決めが、人気投票になっていることに懸念がある。 

⇒各々担任が工夫して指導しています。それでもそのような事になってしまう場合もありますが、配慮してさ

らに指導をしていきます。 

 

ご感想 

・毎日、楽しく安心して登校しています。先生方に感謝です。 

・３年間充実した日々を送ることができました。 

・自分の子供がつまずいた時に、温かく指導してもらいありがたいです。 

・学校だよりや、クラスだよりはとても分かりやすいです。 

・子供自身から全ての情報が入ってくるのではないので、ホームページからの情報はありがたいです。 

 

令和２年度に向けて、本校への貴重なご意見を頂き、感謝申し上げます。ご意見には、例えば「教科の宿

題をたくさん出してもらいたい」意見と「宿題が多すぎる。必要がない」意見と両極となる意見がありまし

た。様々なご意見を頂くことで、気づく点があります。また、本校は変革期をむかえている時です。いただ

いたご意見を元に改善し、更に魅力ある学校づくりに努めてまいります。これからも生徒の学びと安全に配

慮してまいりますので、令和２年度もよろしくお願いします。 

 

校長 大石 光宏 

 

 


